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Ⅰ．第５回志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会の開催報告 ～ 議事概要 ～ 

 

１ 開催日時 ： 平成 28 年 2 月 26 日（金）16：00～17：30 

２ 場  所 ： さつき会館（島根県飯石郡飯南町八神 117-1） 

３ 出席委員 ： 山碕 英樹委員長、山下 潔委員、藤原 昭男委員、横川 裕委員、石原一志委員、 

舛田 直樹委員 

４ 議事次第 

１）開会 

 ２）挨拶  山碕 英樹委員長（飯南町長） 

 ３）出席者紹介 

 ４）議事 

(1)第４回委員会以降の取組経過の報告 

(2)志津見ダム水源地域ビジョンの今後の予定について 

(4)その他  

５）閉会 

５ 配布資料 

・議事次第、出席者名簿、座席表 

・資料－１ 第 4回委員会以降の取組経過の報告 

・資料－２ 平成 27 年アクションプラン実施内容報告 

・資料－３ 志津見ダム水源地域ビジョンの今後の予定 

・参考資料 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会設立趣意・規約・委員名簿 

・志津見ダム水源地域ビジョン 概要版 

６ 議事要旨 

【委員からの主な意見】 

１）第 4 回委員会以降の取組経過報告及び平成 27 年アクションプランの実施内容について 

平成 27 年度のプロジェクト実施状況について、事務局より資料に沿って説明が行われた後、下記

のような質疑応答を行った。 

【委員】 

・「志々を元気にする会」でいろいろ議論や行動をされていると聞いているが、その状況を説明して欲

しい。 

・イベント時に花がないという指摘があるが、今年に入って天候がよいので、春のポピーはよく咲くと

思う。年２回の植え替えがあり、上手く咲くと残して欲しいと言われ、次の種をまくタイミングが遅

れると、それが咲く時期が次のイベント開催時と合わなくなる。 

・卓上カレンダーは、どのぐらいの数を作成し、どのように配布したのか。 

・この地区には「わっしょい志々会」もあり、「志々を元気にする会」と共に活発に活動しているが、

２つの組織がお互いに調整し、地域が活性化するような組織間の連携を十分に図った方がよい。 

・「わっしょい志々会」は今年３月までという話もあるが、それで終わらせるのではなく継続し、将来

に向けて両組織が有効に機能するような方策を講じて欲しい。会の活動で桜を植えた所も今は肥料が
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足らないなど、継続しなければならない取組みもたくさんあるので是非、支援して欲しい。 

 

【事務局】 

・「志々を元気にする会」は今年度は５回、概ね２カ月に１回ぐらいのペースで開催し、夕方からこの

さつき会館に集い、中期に入ったアクションプランのそれぞれに対して「できることは何か」といっ

たことで意見交換をしている。 

・家畜の放牧や乗馬体験、ラジコンボートの操縦体験については、コスモス祭での実施の可否について

協議し、実行可能な範囲で展開した。 

・田舎体験については、志々地区の違う地域でどこかないだろうかということで検討し、営農組合が非

常に活発に動いている大字獅子地区に対して話を持っていった。 

・卓上カレンダーは昨年12月に完成し、志々地区の全戸数が約200戸なのでそれを踏まえた数量として5

00部作成した。各戸には昨年末に既に配布ずみであり、志津見ダム管理支所にても100部程度在庫が

あるが、今後はダム見学などで訪れた方に配布し、春先までには配り終えたい。 

・「わっしょい志々会」は「住みよい地域創造事業」の中で地域の持続的な運営のあり方を検討し、「バ

ス」や「買い物」、「若年層のＵターン」といった地域課題を３年間検討した。現在、「志々を元気に

する会」との連携はないが活動は類似しているので、合同会議などで情報を共有しながらお互いの目

的を達成できればよい。 

・今後は、町としては「わっしょい志々会」の活動を実践していくような経費を予算化するようにして

おり、フォローアップ事業として平成28年度以降も会の活動を支援していきたい。 

 

２）志津見ダム水源地域ビジョンの今後の予定について 

平成28年度の水源地域ビジョンの今後の予定について、事務局より資料に沿って説明が行われた後、

下記のような質疑応答を行うとともに、平成28年度の実施計画については承認を得た。 

【委員】 

・現状のもみじの植栽は素晴らしいものになってきており、当初は「紅葉が一番！」いうことでイロハ

モミジを植えた。しかし、奈良県内の村では廃校を活用し、カエデも含めてもみじを2,000種ぐらい

植栽することで試験場のようになっている。この半分の1,000種ぐらいをここでも植栽し、「いろんな

もみじがあります」ということになれば注目度が高まる。多様なもみじがあれば、研究の立場からで

も使っていただける可能性があるので、当初の計画を多少変更したほうがよい。 

・剪定については、全面に枝が出てきているようなところは雪が降ると押し出されるので、倒木の危険

性が高まり、気を付けた方がよい。 

・乗馬体験については、訓練を受けて山を歩くといったことであればサラブレットではなく、アメリカ

のインディアンの馬を輸入するらしい。金城町のウエスタンライディングパークでは、そのような馬

が40頭ぐらいいる。 

・ダムサイトの大きな公園は立ち木や東屋があるだけで、夏は暑くて休憩もできない。 

・志津見の明剣神社の跡はトンネルを出たところに大ガシがあり、ちょっとした階段はつくってもらっ

たが、そこに看板があればなおよい。明剣神社には５m以上のイチョウの木も２本ぐらいあり、紅葉

も綺麗なので、もう少し整備して公園のように利用できるようにしたらよい。 
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・紅葉を楽しむ時、遊歩道があるとよい。湖を見ることができなくても、立ち木の中でもいいので歩道

を整備したら人が来て歩くのではないか。そのような歩道整備は、他のダムでもよくやっている。 

・この地区は谷が深い関係で魚釣りもできず、遊ぶところが全くない。ダムのボート置き場の所が湾に

なっているが、その周りで釣りができるようになればよい。 

・菜の花については、花が咲く時期が意外と寒いので、それを見に来る人はいない。菜の花で成功して

いる地域は、和歌山とか大概暖かい所である。この辺りでも神戸川の護岸など、種が落ちて生えた所

はかなりきれいに咲く。菜の花は、秋には大きくしておかないと春に大きな花が咲かない。田んぼで

つくるのはポピー、コスモス、そして菜の花になるが、苗づくりしないと間に合わない。 

・現在、この地域には手土産として持って行くような特産品がない。特産品として豆腐を売っているが、

手土産にはならない。この地域には八福神という名前はいいものがあり、角井ではいい福神漬けがあ

るので、あとは上手くパッケージにすれば手土産になるのではないか。今後の予定では漬物、豆腐ス

イーツなど具体的に記載されているが、どのように進めていく段取りになっているのか。 

・ケーキ屋のお菓子は賞味期間が短いので、手土産としては漬物セット、お酒セットぐらいがよい。商

工会でも以前から特産品について協議は重ねているが、きちんと販売することが重要であり、この店

限定といったことではよくない。日持ちするお菓子ならよいと思うが、ケーキ屋が志津見にはなく、

赤名に１軒あるのみ。 

 

【事務局】 

・現在、もみじの新植のペースを落としており、もみじがある程度大きくなってきたので管理に予算を

集中している。新植は来年度も50本余りを予定しているが、その中でご提案いただいたように新しい

種類のもみじを植えてみることも検討してみたい。 

・森脇線にはもみじも含めていろんな樹種の木を植えており、志津見大橋の左岸側の木が大きくなれば

見応えがある木になる。 

・乗馬体験は元気にする会で「やりたい」という意見があり、アクションプランにも入っているので検

討した。しかし、20年近く前、イベントで乗馬体験を実施したら馬が興奮して暴れたためにケガ人が

出たらしく、安全性に十分気をつけなければならないといった認識から今回は見送った。 

・乗馬体験を試験的にうぐいす茶屋の向こう側で実施したが、馬が高齢だったこともあり、特に暴れる

ということはなかった。しかし、イベントのときはスピーカーの大音量に驚き、馬が暴れてしまう危

険性もあるので慎重に対応した方がよい。 

・イベント時に乗馬体験の保険について相談したいという話があり、尾原ダムの周辺でホースセラピー

体験を実践している団体がいるので、一緒に見学に行ってノウハウをご教授いただいた。今後はそう

いったことも踏まえ、実現の可能性を探りたい。 

・看板については前回の推進委員会でも意見があり、「わっしょい志々会」で今年度に検討する予定だ

ったが、今回はベンチを制作してさくら広場に設置する活動を実施した。この木工技術を活かし、「看

板をつくりませんか」という相談を「元気にする会」でも行ったが、実現には至っていない。 

・花が少ないのは連作障害もあり、土自体が非常に養分が少なくなっていることから、近年は堆肥等を

入れて地力を上げる努力をしている。そのような中、祭りの時に全く花がないということがないよう、

ワイルドフラワーといってポピー以外の花も少しまぜて種まきをする対策を講じ、その中に菜の花の

種も含まれている。 
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・特産品については、志津見のほうに地域おこし協力隊が来ており、彼女がいろんな地域の食材を活用

して菓子などを開発中である。この取組みは外部からの指導もあって取り組んでいるので、それらを

是非、お土産品として確立していきたい。 

・ヤマメの押し寿司については、飯南高校生の発案で生まれた商品で、この1月に限定２日間、60食を

うぐいす茶屋で販売した。そういうことも今後、継続的な取り組みになっていけばいい。八福神のネ

ーミングでは、公民館でいり米やこれまでの成果を商品化するということで考えており、世の中へ出

ていくような形でのお土産に育っていけばよいと思う。 

以上 
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志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 第５回委員会で出された意見に対する対応状況 

 

委員からの意見 委員会での回答 平成 28 年の実施内容 

「志々を元気にする会」でいろ
いろ議論や行動をしているが、
その状況を説明して欲しい。 

・「志々を元気にする会」は今
年度は５回、概ね２カ月に１回
ぐらいのペースで開催し、夕方
からこのさつき会館に集い、中
期に入ったアクションプランの
それぞれに対して「できること
は何か」といったことで意見交
換をしている。 
・家畜の放牧や乗馬体験、ラジ
コンボートの操縦体験について
は、コスモス祭での実施の可否
について協議し、実行可能な範
囲で展開した。 
・田舎体験については、志々地
区の違う地域でどこかないだろ
うかということで検討し、営農
組合が非常に活発に動いている
大字獅子地区に対して話を持っ
ていった。 

・今年は 4/27、6/21、8/9、9/29 
11/16、1/12、1/31 の計 7 回、
実施した。 
・ラジコンボート体験はポピー
祭で無料実施し好評だった。 
・田舎体験は獅子地区において
島根大学生物資源科学部の学生
が事業の一環として田植え、草
刈、稲刈りと 1 年を通じて交流
を行った。 
・また、報告会が獅子倶楽部で
行われた。 
・来年度以降も継続して行える
よう調整していく。 

・卓上カレンダーは、どのぐら
いの数を作成し、どのように配
布したのか。 

・志々地区の全戸数が約 200 戸
なので、それを踏まえた数量と
して 500 部作成した。 
・各戸には昨年末に既に配布ず
みであり、志津見ダム管理支所
にても 100 部程度在庫がある
が、今後はダム見学などで訪れ
た方に配布し、春先までには配
り終えたい。 

－ 

・この地区には「わっしょい志々

会」もあり、「志々を元気にす

る会」と共に活発に活動してい

るが、２つの組織がお互いに調

整し、地域が活性化するような

組織間の連携を十分に図った方

がよい。 

・「わっしょい志々会」は今年

３月までという話もあるが、そ

れで終わらせるのではなく継続

し、将来に向けて両組織が有効

に機能するような方策を講じて

欲しい。 

・会の活動で桜を植えた所も今

は「肥料が足らない」など、継

続しなければならない取組みも

たくさんあるので是非、支援し

て欲しい。 

・「わっしょい志々会」は「住

みよい地域創造事業」の中で地

域の持続的な運営のあり方を検

討し、「バス」や「買い物」、

「若年層のＵターン」といった

地域課題を３年間検討した。 

・現在、「志々を元気にする会」

との連携はないが活動は類似し

ているので、合同会議などで情

報を共有しながらお互いの目的

を達成できればよい。 

・今後は、町としては「わっし

ょい志々会」の活動を実践して

いくような経費を予算化するよ

うにしており、フォローアップ

事業として平成 28 年度以降も

会の活動を支援していきたい。 

・わっしょい志々会 

H25 年度～27 年年度の 3年間 

3,000 千円/年（町交付金） 

H28 年度以降減額 

500 千円/年（町交付金） 

・わっしょい志々会の中でも出

た八神の八福神のＰＲについ

て、志々を元気にする会でも協

議し、手作り看板の設置を検討

している。 

・わっしょい志々会の会員にも

志々を元気にする会の会員とし

て参加してもらっており、情報

共有をしながら行っている。 
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・現状のもみじの植栽は素晴ら

しいものになってきており、当

初は「紅葉が一番！」いうこと

でイロハモミジを植えた。 

・奈良県内の村では廃校を活用

し、カエデも含めてモミジを

2,000 種ぐらい植栽することで

試験場のようになっている。 

・この半分の 1,000 種ぐらいを

ここでも植栽し、「いろんなも

みじがあります」ということに

なれば注目度が高まる。 

・多様なモミジがあれば、研究

の立場からでも使っていただけ

る可能性があるので、当初の計

画を多少変更したほうがよい。 

・現在、モミジの新植のペース

を落としており、モミジがある

程度大きくなってきたので管理

に予算を集中している。 

・新植は来年度も 50 本余りを予

定しているが、その中で新しい

種類のモミジを植えてみること

も検討してみたい。 

・森脇線はモミジも含めていろ

んな樹種の木を植えており、志

津見大橋の左岸側の木が大きく

なれば見応えがある木になる。 

・剪定については、全面に枝が

出てきているようなところは雪

が降ると押し出されるので、倒

木の危険性が高まり、気を付け

た方がよい。 

・もみじ祭の前の補植の際、新

種のモミジを 30 本植えた。 

・神戸の森において、志津見に

あった様々な樹木を移植してい

るが、訪れる人が少ない。 

・アジサイなどの植栽を志々を

元気にする会で検討している。 

・乗馬体験については、訓練を

受けて山を歩くといったことで

あればサラブレットではなく、

アメリカのインディアンの馬を

輸入するらしい。 

・金城町のウエスタンライディ

ングパークでは、そのような馬

が 40 頭ぐらいいる。 

 

 

・乗馬体験は元気にする会で「や

りたい」という意見があり、ア

クションプランにも入っている

ので検討した。 

・20 年近く前、イベントで乗馬

体験を実施したら馬が興奮して

暴れたためにケガ人が出たらし

く、安全性に十分気をつけなけ

ればならないといった認識から

今回は見送った。 

・乗馬体験を試験的にうぐいす

茶屋の向こう側で実施したが、

馬が高齢であり、特に暴れると

いうことはなかった。 

・イベントのときはスピーカー

の大音量に驚き、馬が暴れてし

まう危険性もあるので慎重に対

応した方がよい。 

・イベント時に乗馬体験の保険

について相談したいという話が

あり、尾原ダム周辺でホースセ

ラピー体験を実践している団体

がいるので、一緒に見学に行っ

てノウハウをご教授いただい

た。今後はそういったことも踏

まえ、実現の可能性を探りたい。 

 

・乗馬体験は、今年度も実施し

なかった。 
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・ダムサイトの大きな公園は立

ち木や東屋があるだけで、夏は

暑くて休憩もできない。 

・志津見の明剣神社の跡はトン

ネルを出たところに大ガシがあ

り、ちょっとした階段はつくっ

てもらったが、そこに看板があ

ればなおよい。 

・明剣神社には５m 以上のイチ

ョウの木も２本ぐらいあり、紅

葉も綺麗なので、もう少し整備

して公園のように利用できるよ

うにしたらよい。 

・紅葉を楽しむ時、遊歩道があ

るとよい。湖を見ることができ

なくても、立ち木の中でもいい

ので歩道を整備したら人が来て

歩くのではないか。そのような

歩道整備は、他のダムでもよく

やっている。 

・この地区は谷が深い関係で魚

釣りもできず、遊ぶところが全

くない。ダムのボート置き場の

所が湾になっているが、その周

りで釣りができるようになれば

よい。 

・看板については前回の推進委

員会でも意見があり、「わっし

ょい志々会」で今年度に検討す

る予定だったが、今回はベンチ

を制作してさくら広場に設置す

る活動を実施した。 

・この木工技術を活かし、「看

板をつくりませんか」という相

談を「元気にする会」でも行っ

たが、実現には至っていない。 

・ダムサイトの公園では、小高

いところにスロープを設置し、

ユニバーサルデザイン化を推

進するなど、利用しやすい環境

整備を行っている（工事中） 

・手作り看板は明剣神社にも設

置を予定している。 

・菜の花については、花が咲く

時期が意外と寒いので、それを

見に来る人はいない。菜の花で

成功している地域は、和歌山と

か大概暖かい所である。この辺

りでも神戸川の護岸など、種が

落ちて生えた所はかなりきれい

に咲く。菜の花は、秋には大き

くしておかないと春に大きな花

が咲かない。田んぼでつくるの

はポピー、コスモス、そして菜

の花になるが、苗づくりしない

と間に合わない。 

・花が少ないのは連作障害もあ

り、土自体が非常に養分が少な

くなっていることから、近年は

堆肥等を入れて地力を上げる努

力をしている。そのような中、

祭りの時に全く花がないという

ことがないよう、ワイルドフラ

ワーといってポピー以外の花も

少しまぜて種まきをする対策を

講じ、その中に菜の花の種も含

まれている。 

・ポピー、コスモスとも咲が悪

かった。 

・花名を冠に祭を行っているの

で改善する必要があり、県に土

壌分析を依頼した。 

・pH 値は平均 6.24 と良好、EC

値が 0.09 と極めて低く、肥料

の投入が必要と判明したので

改善に努める。 
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・現在、この地域には手土産と

して持って行くような特産品が

ない。特産品として豆腐を売っ

ているが、手土産にはならない。

この地域には八福神という名前

はいいものがあり、角井ではい

い福神漬けがあるので、あとは

上手くパッケージにすれば手土

産になるのではないか。今後の

予定では漬物、豆腐スイーツな

ど具体的に記載されているが、

どのように進めていく段取りに

なっているのか。 

・ケーキ屋のお菓子は賞味期間

が短いので、手土産としては漬

物セット、お酒セットぐらいが

よい。商工会でも以前から特産

品について協議は重ねている

が、きちんと販売することが重

要であり、この店限定といった

ことではよくない。日持ちする

お菓子ならよいと思うが、ケー

キ屋が志津見にはなく、赤名に

１軒あるのみ。 

・特産品については、志津見の
ほうに地域おこし協力隊が来て
おり、彼女がいろんな地域の食
材を活用して菓子などを開発中
である。この取組みは外部から
の指導もあって取り組んでいる
ので、それらを是非、お土産品
として確立していきたい。 
・ヤマメの押し寿司については、
飯南高校生の発案で生まれた商
品で、この 1 月に限定２日間、
60 食をうぐいす茶屋で販売し
た。そういうことも今後、継続
的な取り組みになっていけばい
い。八福神のネーミングでは、
公民館でいり米やこれまでの成
果を商品化するということで考
えており、世の中へ出ていくよ
うな形でのお土産に育っていけ
ばよいと思う。 

・有志の会がダムカレーをコス

モス祭にて模擬販売し、今後の

展開案についてアンケートを行

った。 

・飯南高校生がうぐいす茶屋の

協力のもとダムカレーを 30 食

模擬販売した。 

・うぐいす茶屋での通常販売が

できればよいと思うが、手間の

こともあり、現状では困難なの

で、イベント限定、飯南高校生

とのコラボなど検討を進める。 

 

 

 


